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　日本の企業会計は商法，証券取引法，税法のいわゆ
るトライアングル体制の下，伝統的に企業単体ベース
の歴史的原価主義に基づいて行われてきた。これに対
し近年では，日本版ビッグバンの名のもとに金融・資
本市場の規制緩和が進められている。ビッグバソの目
的は，閉鎖的な日本の金融・資本市場を世界標準に近
づけよりグローバル化することである。そうした世界
標準化の波は，銀行や証券会社のみならず一般の事業
会社にも影響を及ぼすことになる。なぜなら事業会社
とりわけ上場企業は，金融・資本市場において資金の
調達・運用を行っているからである。ビッグバンの事
業会社への影響としてあげられるのが，企業会計ビッ
グバンともいわれる会計制度の世界標準化である。世
界標準となる会計基準の設定は，国際会計基準として
すでにかなりの程度整備が進展している。この国際会
計基準を日本はすでに承認しており，近い将来現実に
適用されることになっている。その意味で世界標準を
目指す日本版ビッグバンと国際会計基準の日本の企業
会計における受容は，軌を一にしたものであると考え
る必要がある。本研究では，それゆえビッグバンの一
環として日本の企業会計の世界標準化を考察する。
　以上のような問題意識に従って，平成9（1997）年
度では，日本企業の財務報告についてまずサソプル調
査を行ってみた。日本の事業会社のうち世界標準化へ
の対応が進んでいると考えられるのが，海外で幅広い
活動を行っている産業に属する企業である。それには
自動車と電機があげられるが，前者は企業数が少ない
ため後者の電機産業を取り上げた。電機主要企業17社
の有価証券報告書総覧を分析してみると，そのうちの
9社が米国基準で財務諸表を作成したことを明示して
いる。さらに三洋電機とソニーに至ってはほとんどの
会計処理を米国基準で行っている。米国基準は国際会
計基準と同一ではないが，これらに英国基準などを加
えアングロ・サクソン型の会計として同一の方向性
（例えば時価評価や連結会計など）を指向するもので
ある。その意味でこれらのグローバル化の進展した電
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機企業では，国際会計基準の受容についてもかなりの
程度準備が整っているものと推察される。
　平成10（1998）年度の研究では，財務諸表などの公
表データのより突っ込んだ分析を行うとともに，でき
ればいくつかの企業において聞き取り調査を行ってみ
たい。
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